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 序章 谷崎潤一郎の中国旅行とエキゾティシズム 
 
  第一章 風景のなかの女 ――谷崎潤一郎「西湖の月」をめぐって―― 
   一「青磁色の女」と西湖の景観構造 
   二 青磁色の女 
   三 ミッション・スクールの女学生 
 
 第二章 谷崎潤一郎が中国へ投射したもの ――「天鵞絨の夢」を視座にして―― 
  一 ハードン夫婦 
  二 佐藤春夫「指紋」とド・クインシー「阿片常用者の告白」 
  三 ボードレール『人工楽園』 
  四 ゴーチエ「クラリモンド」 
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 第三章 「風流」な文学者 ――谷崎潤一郎「蘇東坡（三幕）―或は「湖上の詩人」」
論―― 
  一『西湖佳話』「六橋才迹」との比較 
  二 検閲の視点から読む「蘇東坡」 
  三 佐藤春夫の「風流」観と「鮫人」を手掛りとして 
  四「風流」を乗り越える試み 
 
 第四章 十年一覚揚州夢 ――谷崎潤一郎「鶴唳」論―― 
  一 佐藤春夫と小田原 
  二「梅崖荘」「鎖瀾閣」と西湖 
  三 鶴と揚州 
 
 第五章 谷崎潤一郎と田漢について ――戯曲を中心に―― 
  一「虎を獲る夜」と「昼飯の前」について 
  二「湖上的悲劇」をめぐって 
 
 第六章 女と蛇 ――谷崎潤一郎「蛇性の婬」と田漢「白蛇伝」をめぐって―― 
  一 谷崎潤一郎「蛇性の婬」 
  二 女と蛇 
  三 田漢「白蛇伝」 
 
  第七章 エキゾティシズムからノスタルジアへ ――二度目の中国旅行をめぐって―― 
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第五章と第六章においては、現在の中国の国歌の作詞者でもあり、谷崎の文学や映画関係
の仕事から非常に大きな影響を受け、個人的にも親しく交際した田漢と谷崎との比較文学
的な考察をとおして、同時代に生きた彼我のふたりの作家の文学と生き方を見事に浮き彫
りにしている。第七章では二度目の中国旅行の体験記である「上海見聞記」や「上海交遊
記」を踏まえながら、谷崎文学全体のなかにおける中国体験の意味を問い直し、それが作
風の大転換をもたらした関西移住以後の古典回帰の時代においてエキゾティシズムからノ
スタルジアへという機能を果たしながら、昭和期以降の谷崎文学にまで大きな影を落とし
ていることを実証的に論じている。 
 第一章から第六章までの各論は、それぞれ査読の付いた学会誌に掲載されたもの、ない
しは国際シンポジウムでの発表後に単行本に収められたものである。このことによっても
これらの論文のレベルの高さを証することができる。中国の古典作品との関連においては
いまだ文献の調査とその解釈の余地を残す面もあり、その点を補うことで論にいっそう拡
がりと幅をもたせる可能性も残っているが、全体においてそれぞれの章の内容が有機的な
関連性をもって見事な論文に仕上げられているとの意見で一致した。筆者は中国からの留
学生でもあるにかかわらず、日本語のレベルも相当に高いものがあって、審査委員一同、本
論文が「博士（学術）」を授与するに十分値するものであるとの結論に達した。ここに報告する
次第である。 
